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今
回
の
議
長
選
挙

は
、
複
数
回
に
わ
た
る

新
聞
報
道
も
あ
り
、
市

民
の
皆
様
に
は
大
変
ご

心
配
を
お
か
け
い
た
し

ま
し
た
。

　

議
会
と
し
て
は
、
実

情
を
わ
か
り
や
す
く
公

開
す
る
必
要
が
あ
る
と

認
識
し
、
臨
時
会
か
ら

の
一
連
の
流
れ
を
報
告

い
た
し
ま
す
。

正
副
議
長
の
２
年

交
代
に
つ
い
て

　

こ
の
た
び
の
選
挙

は
、
左
記
の
「
申
し
合

わ
せ
事
項
」に
基
づ
き
、

臨
時
会
を
開
催
し
て
正

副
議
長
を
選
出
し
ま
し

た
。

■
申
し
合
わ
せ
事
項

　

正
副
議
長
の
任
期
は

２
年
と
す
る
。
就
任
か

ら
２
年
後
に
辞
表
を
提

出
し
、
臨
時
会
を
開
い

て
選
挙
を
行
う
。

�

（
24
年
12
月
決
定
）

 

臨
時
会

�

11
月
28
日
開
催

議
長
の
辞
職
許
可

塚
本
議
長
の
辞
職
願

　

異
議
な
し

副
議
長
の

　
　
　

辞
職
許
可

金
行
副
議
長
の
辞
職
願

　

異
議
な
し

議
長
選
挙

議
長
立
候
補
者

　
　

所
信
表
明
会

【
立
候
補
者
】

山
本　
　

優　

議
員

　

所
信
表
明
を
行
う

熊
高　

昌
三　

議
員

　
　

所
信
表
明
せ
ず

投
開
票
結
果

　

投
票
者
数　

18
名

　

有
効
投
票
数
18
票

藤
井
議
員　

10
票　

山
本
議
員　

８
票

藤
井
議
員
当
選

　
　
　

議
長
就
任

副
議
長
選
挙

副
議
長
立
候
補
者

　
　
　

所
信
表
明
会

【
立
候
補
者
】　

金
行　

哲
昭　

議
員

青
原　

敏
治　

議
員

両
名
所
信
表
明
を
行
う

投
開
票
結
果

　

投
票
者
数　

18
名

　

有
効
投
票
数
18
票

青
原
議
員　

10
票　

金
行
議
員　

８
票

青
原
議
員
当
選

　
　

副
議
長
就
任
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議会体制

第
７
代
議
長

�

山 

本 

　 

優

第
６
代
議
長

�

藤 

井 

昌 

之

協
調
と
連
携
・
各
議
員
の
特
長
を
発
揮
し
て
い

た
だ
き
、
よ
り
良
い
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し

て
議
会
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

折り返し 点
正副議長 決定!

○
立
候
補
制
・
所
信
表

明
会
開
催
目
的

　

正
副
議
長
と
し
て
適

任
者
を
選
挙
す
る
た
め

立
候
補
制
を
導
入
し
、

所
信
表
明
の
機
会
を
設

け
、
市
民
に
わ
か
り
や

す
い
真
に
開
か
れ
た
議

会
運
営
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

○
立
候
補
及
び
所
信
表

明
の
申
し
出

　

選
挙
に
立
候
補
す
る

議
員
は
、
申
出
書
に
よ

り
期
日
ま
で
に
届
け
出

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

※
参
考

正
副
議
長
選
挙
の
対

象
者
を
法
的
に
制
限

す
る
も
の
で
は
な
い

た
め
、
所
信
表
明
者

以
外
の
議
員
に
対
す

る
投
票
も
有
効
と
な

る
。

安
芸
高
田
市
議
会
正
副
議
長
選
挙
に
係
る
立
候
補
制
及
び
所
信

表
明
会
実
施
要
領
（
抜
粋
） 

24
年
10
月
15
日
決
定

H26.12.15～ H26.11.28～H26.12.15

◆左記「※参考」を参照



 

異
議
申
立
書

　

12
月
２
日
、
８
名
の

議
員
に
よ
り
、
藤
井
議

長
あ
て
に
異
議
申
立
書

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

異
議
申
立
書
（
抜
粋
）

�

今
回
の
当
選
は
、
本

市
議
会
で
定
め
た
実
施

要
領
に
反
す
る
も
の
で

あ
り
、
当
選
決
定
は
無

効
で
あ
る
。
正
規
の
手

続
き
で
得
票
し
た
議
員

が
議
長
と
し
て
選
ば
れ

る
べ
き
で
あ
る
。

　

民
主
的
で
、
市
民
に

よ
り
一
層
開
か
れ
た
議

会
を
目
指
し
て
い
る
私

達
に
と
っ
て
、
こ
の
投

票
結
果
は
到
底
、賛
同
・

妥
協
出
来
る
も
の
で
は

な
く
、
異
議
申
し
立
て

を
す
る
も
の
で
あ
る
。

 

全
員
協
議
会

藤
井
議
長

　
　

辞
意
を
表
明

　

12
月
11
日
、
藤
井
議

長
が
「
異
議
申
立
書
に

応
え
る
の
で
は
な
く
、

混
乱
の
収
拾
を
図
る
」

と
し
て
辞
意
を
表
明
。

12
月
15
日
付
け
で
辞
職

願
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。

 

定
例
会

�

12
月
15
日
開
催

議
長
の
辞
職
許
可

藤
井
議
長
の
辞
職
願

■
賛
成

玉
重
、
前
重
、
石
飛
、

児
玉
、
水
戸
、
先
川
、

宍
戸
、
山
本
、
塚
本
、

金
行

■
反
対

玉
井
、
久
保
、
下
岡
、

大
下
、
熊
高
、
秋
田

議
長
選
挙

議
長
立
候
補
者

　
　

所
信
表
明
会

【
立
候
補
者
】

　

山
本　

優　

議
員

　

熊
高
昌
三　

議
員

両
名
所
信
表
明
を
行
う

投
開
票
結
果

　

投
票
者
数　

18
名

　

有
効
投
票
数　

14
票

�

無
効　
　

４
票

山
本
議
員　

８
票

熊
高
議
員　

６
票

山
本
議
員
当
選

　
　
　

議
長
就
任

3 安芸高田市議会だより

議会体制

副 

議 

長

�

青 

原 

敏 

治

市
民
の
多
様
な
意
見
等
、
負
託
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
議
論
を
重
ね
、
議
会
の
権
能
を
実
現
で
き

る
よ
う
努
め
ま
す
。

折り返し 点
新たな出発

正副議長 決定!

委員会が新体制になりました
○議会運営委員会� H26.12.4 ～
委�員�長　児玉 史則　　副委員長　宍戸 邦夫
委　��員　前重 昌敬　石飛 慶久　大下 正幸　熊高 昌三
※各常任委員会・議会広報特別委員会はそれぞれのページに記載しています。

H26.11.28～



将来像と目指す都市像　概念図
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諮 

問
（
１
件
）

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺て
ら
か
わ川　

壽か
ず

久ひ
さ

さ
ん

美
土
里
町
横
田

　

承　

認

12月定例会

第2次 安芸高田市 総合計画
基本構想 まとまる（平成27年から平成36年）

（
付
議
さ
れ
た
案
件
）

条
例
関
係
8
件

（
新
た
な
条
例
制
定
又
は
廃
止
・
条
例
の
一
部
改
正
）

○
議
案
第
77
号　

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
議
案
第
78
号　

特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の

給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
議
案
第
79
号　

議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

○
議
案
第
82
号　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

○
議
案
第
83
号　

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
指
定
介
護

予
防
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び

運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
支
援

等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効

地域資源を活かした
まちづくりへの挑戦

人が集い育つ
まちづくりへの挑戦

安心して暮らせる
まちづくりへの挑戦

人がつながる田園都市

安芸高田へ！

　

12
月
定
例
会

　

12
月
定
例
会
を
12
月
９
日
～
22

日
ま
で
の
会
期
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
水
道

事
業
会
計
な
ど
11
会
計
の
補
正
予

算
は
、
予
算
決
算
常
任
委
員
会
へ

付
託
し
ま
し
た
。（
補
正
予
算
審

査
は
6
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　

各
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
さ

れ
た
議
案
や
所
管
事
務
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。（
各
常
任
委
員
会

の
審
査
は
7
～
9
ペ
ー
ジ
に
掲

載
）

　

本
定
例
会
に
付
議
さ
れ
た
25
議

案
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
６
人
が
市
政

を
問
い
ま
し
た
。（
10
～
12
ぺ
ー

ジ
に
掲
載
）
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議
案
第
79
号

議
員
の
期
末
手
当
の
引
き
上
げ

に
つ
い
て

■
討　

論

■
反
対

玉
重　

今
の
議
会
は
市
民
の
負

託
に
応
え
て
い
る
と
は
い
え
な

い
。
財
政
状
況
か
ら
み
て
も
、

引
き
上
げ
る
べ
き
で
な
い
。

■
採　

決

■
賛
成

玉
井
、
久
保
、
前
重
、
児
玉
、

大
下
、
水
戸
、
宍
戸
、
秋
田
、

塚
本
、
金
行
、
青
原

■
反
対

玉
重
、
下
岡
、
石
飛
、
先
川
、

熊
高
、
山
本

12月定例会

第2次 安芸高田市 総合計画
基本構想 まとまる（平成27年から平成36年）

果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例

○
議
案
第
84
号　

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

○
議
案
第
85
条　

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

○
議
案
第
86
号　

保
健
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

公
的
財
産
関
係
2
件

○
議
案
第
87
号　

財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て　

　
［
旧
横
田
診
療
所
（
建
物
）］

○
議
案
第
88
号　

財
産
の
無
償
貸
与
に
つ
い
て

　
［
旧
横
田
診
療
所
（
土
地
）］

事
業
・
予
算
関
係
15
件

　
（
計
画
の
変
更
・
補
正
予
算
）

○
議
案
第
80
号　

第
２
次
総
合
計
画
構
想
に
つ
い
て

○
議
案
第
81
号　

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

（
有
線
放
送
設
備
撤
去
工
事
）

○
議
案
第
89
号　

市
道
の
路
線
認
定
に
つ
い
て

○
議
案
第
90
号　

市
道
の
路
線
廃
止
に
つ
い
て

○
議
案
第
91
号　

一
般
会
計
補
正
予
算

○
議
案
第
92
～
100
号　

特
別
会
計
補
正
予
算
（
９
特

別
会
計
）

○
議
案
第
101
号　

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

本会議の議決風景



人
事
院
勧
告
に
伴
い
、

議
員
報
酬
を
増
額

期
末
手
当

�

107
万
4
千
円

主
な
質
疑

■
建
設
部

８
月
豪
雨
の
復
旧
工
事

は
激
甚
災
害
で
対
応

Ｑ　

今
回
の
補
正
で
復

旧
対
応
は
完
了
す
る
の

か
。

Ａ　

８
月
の
豪
雨
災
害

は
既
に
工
事
を
発
注
し

て
お
り
、
復
旧
工
事
を

行
っ
て
い
く
。

■
福
祉
保
健
部

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

活
動
補
助
金
増
額

Ｑ　

市
内
の
活
動
内
容

は
。

Ａ　

八
千
代
町
の
家
屋

内
流
入
の
土
砂
撤
去
の

活
動
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

■
産
業
振
興
部

堆
肥
利
用
に
対
す
る
助

成
金
増
額

Ｑ　

土
づ
く
り
推
進
事

業
の
対
象
は
特
定
の
団

体
か
。
ま
た
周
知
方
法

は
。

Ａ　

市
内
３
ヶ
所
の
堆

肥
セ
ン
タ
ー
か
ら
２
ト

ン
以
上
を
購
入
し
た
方

を
対
象
と
し
、
広
報
等

を
活
用
し
て
周
知
を
図

り
た
い
。

高
品
質
堆
肥
の
ブ
ラ
ン

ド
化
を

Ｑ　

高
品
質
の
堆
肥
が

生
産
さ
れ
る
中
で
、
ブ

ラ
ン
ド
性
を
考
慮
し
た

取
り
組
み
は
。

Ａ　

良
い
堆
肥
で
良
い

作
物
を
作
る
こ
と
が
基

本
で
、
そ
の
観
点
か
ら

関
係
者
、
生
産
組
合
等

で
協
議
し
て
い
き
た

い
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
村

閉
鎖
に
伴
う
国
庫
支
払

い
金
等
を
精
算
し
返
還

Ｑ　

返
還
金
650
万
円
は
、

事
業
主
に
請
求
す
べ
き

も
の
と
考
え
る
が
。

Ａ　

こ
の
返
還
の
対
象

は
第
３
セ
ク
タ
ー
「
虹

の
農
場
」
で
あ
り
、
主

た
る
株
主
は
「
市
」
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
事

業
主
で
あ
る
市
が
返
還

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。

起
債
の
繰
上
償
還
金

�

3
億
５
８
３
２
万
円

　

公
債
費
の
中
で
、
地

方
債
償
還
に
要
す
る
経

費
と
し
て
計
上
さ
れ
て

い
る
も
の
で
、
平
成
25

年
度
の
純
繰
越
金
と
減

債
基
金
を
財
源
と
し
た

も
の
。

財
政
健
全
化
の

取
り
組
み　
　

6第44号　平成27年２月15日発行

県堆肥共励会最優秀賞を受賞した
高宮堆肥センターの堆肥

一般会計 5億2937万9千円を追加
（総額）211億899万1千円

26
年
補
正
予
算

可 

決

補正予算

議員報酬の調整　災害復旧費の増額　循環型農業推進補助など

予
算
決
算
常
任
委
員
会

　

12
月
9
日
の
本
会
議

で
付
託
さ
れ
た
、
26
年

度
一
般
会
計
・
特
別
会

計
補
正
予
算
に
つ
い
て

12
月
10
日
に
委
員
会
を

開
き
、
慎
重
に
審
査
い

た
し
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
新
体
制

委 

員 

長　

金
行
哲
昭

副
委
員
長　

秋
田
雅
朝

委　
　

員　

議
長
を
除

く
全
議
員

8/20豪雨　八千代町上根
普通河川 土井川災害箇所
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■
質 

疑

熊
高　

災
害
時
に
停
電

し
た
場
合
の
対
応
に
つ

い
て
は
。

行
森
危
機
管
理
課
長

　

停
電
に
対
す
る
代
替

え
措
置
と
い
う
の
は
特

別
行
っ
て
い
な
い
。

　

早
期
の
自
主
避
難
で

あ
っ
た
り
、
自
衛
隊
の

派
遣
要
請
を
行
っ
て
い

く
。
ま
た
、
必
要
最
小

限
の
も
の
を
整
備
す
る

必
要
が
あ
れ
ば
、
今
後

検
討
を
し
て
い
き
た

い
。

藤
井　

本
市
に
お
い
て

孤
立
が
想
定
さ
れ
る
22

の
地
域
に
対
し
、
ま
ず

年
度
計
画
を
立
て
て
来

年
度
の
予
算
か
ら
機
器

の
整
備
を
進
め
て
は
ど

う
か
。

沖
野
副
市
長　

孤
立
が

想
定
さ
れ
る
区
域
が
２

日
も
３
日
も
孤
立
に
な

る
と
い
う
状
況
は
な
い

が
、
集
落
を
見
て
み
る

と
非
常
に
高
齢
化
が
進

ん
で
い
る
。
消
防
団
の

装
備
を
充
実
さ
せ
て
、

こ
れ
に
対
応
し
て
自

助
・
共
助
・
公
助
の
部

分
を
ど
の
よ
う
に
整
備

し
、
理
解
い
た
だ
く
か

と
い
う
こ
と
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

　

合
併
直
後
の
平
成
17
年
に

第
１
次
の
安
芸
高
田
市
行
政

改
革
大
綱
、
ま
た
、
平
成
21

年
に
第
２
次
の
安
芸
高
田
市

行
政
改
革
大
綱
を
作
成
し
、

大
綱
に
基
づ
く
実
施
計
画
を

こ
の
間
、
不
断
の
取
り
組
み

と
し
て
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

今
般
、
第
２
次
の
計
画
期

間
が
今
年
度
で
終
了
す
る
こ

と
か
ら
、
平
成
27
年
度
か
ら

平
成
31
年
度
ま
で
の
５
ヶ
年

を
計
画
期
間
と
す
る
第
３
次

の
行
政
改
革
大
綱
を
定
め
た

も
の
で
す
。

総務企画

第3次行政改革大綱

総
務
企
画
常
任
委
員
会

　

12
月
定
例
会
で
付
託

さ
れ
た
案
件
は
な
く
、

報
告
事
項
１
件
と
所
管

事
務
調
査
１
件
に
つ
い

て
12
月
16
日
に
委
員
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

（
報
告
事
項
）

○
第
３
次
安
芸
高
田
市

行
政
改
革
大
綱
に
つ

い
て

（
所
管
事
務
調
査
）

○
災
害
時
の
情
報
伝
達

手
段
に
つ
い
て

常
任
委
員
会
新
体
制

委 

員 

長　

石
飛
慶
久

副
委
員
長　

玉
井
直
子

委　
　

員　

水
戸
眞
悟

熊
高
昌
三

藤
井
昌
之

山
本　

優

第３次 安芸高田市

行政改革大綱

災害時の情報伝達手段

地域 吉田 八千代 美土里 高宮 甲田 向原 計
箇所数 ３ ３ ６ ５ １ ４ 22

安芸高田市において孤立が想定される地域箇所数

※集落の孤立の定義（内閣府の定義による）
　地震・風水害に伴う土砂災害などにより、道路交通による外部
からのアクセスが途絶し、人の移動・物資の流通が困難となる状態
（４輪自動車でアクセスできない状態）
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（吉田町常友）

甲
田
の
施
設
に
つ
い
て

は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
甲
田
支
所
と
甲

立
小
学
校
児
童
ク
ラ
ブ

が
今
後
も
活
用
す
る
。

八
千
代
の
施
設
に
つ
い

て
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
八
千
代
支
所
と
し
て

今
後
も
活
用
す
る
。

文教厚生

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　

12
月
定
例
会
で
付
託

さ
れ
た
議
案
３
件
を
、

12
月
17
日
に
委
員
会
を

開
き
、
慎
重
に
審
査
し

ま
し
た
。

（
主
な
審
査
）

○
介
護
保
険
法
に
基
づ

く
指
定
介
護
予
防
支

援
等
の
事
業
の
人
員

及
び
運
営
並
び
に
指

定
介
護
予
防
支
援
等

に
係
る
介
護
予
防
の

た
め
の
効
果
的
な
支

援
の
方
法
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例

○
保
健
セ
ン
タ
ー
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る

条
例　
　

他
１
件

常
任
委
員
会
新
体
制

委 

員 

長　

前
重
昌
敬

副
委
員
長　

久
保
慶
子

委　
　

員　
下
岡
多
美
枝

　
　
　
　

 

児
玉
史
則

　
　
　

 　

金
行
哲
昭

　
　
　
　

 

青
原
敏
治

条例制定後も、これまで同様の
サービス基準

保健センター条例の一部を改正する条例

■
概　

要
■

　

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
ら
れ
て

い
た
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事

業
の
人
員
や
運
営
・
支
援
方
法
に

関
す
る
基
準
が
、
地
方
公
共
団
体

の
条
例
に
委
任
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
た
め
制
定
す
る
も
の
。

■
概　

要
■

　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
を
、
安
芸

高
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー
に
改
め

る
。

　

老
朽
化
し
て
い
る
八
千
代
保
健

セ
ン
タ
ー
・
高
宮
保
健
セ
ン
タ
ー
・

甲
田
保
健
セ
ン
タ
ー
及
び
向
原
保

健
セ
ン
タ
ー
を
廃
止
す
る
。

元八千代保健センター 元甲田保健センター

拠
点
と
な
る

各
階
の
構
成

３
階

２
階

１
階 地域包括支援センター

保健センター
子ども発達支援センター

障害者基幹支援センター

安芸高田市保健センター

地域包括支援センター

国の定める基準 安芸高田市が定める基準

国の基準を踏襲
これまでと同様
のサービスが受
けられます。

（安芸高田市高齢者支援
センター）

指定介護予防
支援事業所
（安芸高田市介
護予防支援事
業所）

地域包括支援センター
（安芸高田市高齢者支援

センター）

指定介護予防
支援事業所
（安芸高田市介
護予防支援事
業所）

障害者基幹相談支援センター

 保健センター
 こども発達支援センター
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産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

12
月
定
例
会
で
付
託

さ
れ
た
議
案
2
件
を
、

12
月
18
日
に
委
員
会
を

開
き
、
慎
重
に
審
査
し

ま
し
た
。

（
主
な
審
査
）

○
市
道
の
路
線
認
定
に

つ
い
て

○
市
道
の
路
線
廃
止
に

つ
い
て

（
報
告
事
項
）

○
道
の
駅
に
つ
い
てほ

か

常
任
委
員
会
新
体
制

委 

員 

長　

大
下
正
幸

副
委
員
長　

秋
田
雅
朝

委　
　

員　

玉
重
輝
吉

先
川
和
幸

宍
戸
邦
夫

塚
本　

近

産業建設

■
概　

要
■

　
「
小
学
校
西
原
線
支

線
」
は
、
既
設
の
市
道

「
小
学
校
西
原
線
」
の

支
線
と
し
て
、
新
設
予

定
の
「
道
の
駅
」
へ
の

連
絡
道
と
し
て
の
機
能

を
有
す
る
路
線
。

　
「
新
竹
１
号
線
」「
新

竹
２
号
線
」
は
、
地
域

高
規
格
道
路
「
東
広
島

高
田
道
路
」
正
力
工
区

の
事
業
に
よ
り
、
市
道

の
付
け
替
え
が
必
要
と

な
っ
た
道
路
。

■
概　

要
■

　

地
域
高
規
格
道

路
「
東
広
島
高
田

道
路
」
正
力
工
区

の
事
業
に
伴
い
、

市
道
を
廃
止
す
る

も
の
。

①小学校西原線支線（吉田町山手）　　延長�L=250ｍ

②新竹1号線（向原町戸島） ③新竹2号線（向原町戸島）
　�延長�L=97ｍ　　　　　　　　　延長�L=145ｍ

市道新竹線（向原町戸島）
延長�L=234.4ｍ

■
質 
疑

先
川　

新
竹
１
号
線
の

供
用
開
始
は
い
つ
ご
ろ

に
な
る
の
か
。

聖
川
建
設
管
理
係
長　

議
会
で
承
認
・
可
決
さ

れ
た
後
、告
示
を
行
い
、

告
示
の
日
か
ら
供
用
開

始
を
行
う
。

市道３路線認定

市道の路線廃止

道の駅 整備コンセプト決定！
【やさしさと安心の交流拠点　道の駅（仮称）あきたかた】

幅広・ノーバックの
「楽々パーキング」

EV車充電設備の設置 防災設備の設置
（災害時便所）

●人にやさしい道の駅 ●環境にやさしい道の駅 ●災害時に機能を発揮する道の駅
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一般
質問

熊
高　

国
は
地
域
創
生

に
つ
い
て
法
律
を
定
め

た
。
そ
の
こ
と
に
つ
い

て
市
広
報
第
75
回
市
長

コ
ラ
ム
に
述
べ
て
お
ら

れ
る
が
、
本
市
の
具
体

的
施
策
が
見
え
て
こ
な

い
。
市
長
の
考
え
は
。

市
長　

私
に
も
国
の
政

策
が
見
え
な
い
。
政
策

論
は
あ
る
が
、
具
体
論

は
誰
も
わ
か
っ
て
い
な

い
。
本
市
の
宝
を
つ
か

い
独
自
な
こ
と
で
30
年

後
沈
没
し
な
い
よ
う
な

も
の
を
つ
く
り
た
い
。

今
は
よ
く
わ
か
ら
な
い

が
、
こ
れ
か
ら
勉
強
す

る
。
基
本
的
に
は
農
業

を
基
軸
と
し
た
雇
用
創

出
を
は
じ
め
様
々
な
施

策
展
開
を
通
し
て
次
世

代
を
確
保
す
る
よ
う
、

総
合
計
画
に
お
い
て
具

体
化
し
た
い
。

熊
高　

雇
用
創
出
の
た

め
６
次
産
業
化
へ
も
っ

と
力
を
い
れ
て
は
。

市
長　

言
う
の
は
簡
単

だ
が
、
よ
い
事
例
が
少

な
く
慎
重
に
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
。

宍
戸　
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
」
創
生
法
が
成

立
し
た
。
考
え
は
。

市
長　

企
業
創
業
の
活

性
化
な
ど
が
あ
り
期
待

で
き
る
。

宍
戸　

農
業
は
地
域
創

生
に
大
き
く
か
か
わ
り

が
あ
る
。
若
者
担
い
手

に
対
す
る
支
援
策
は
。

市
長　

国
の
支
援
制
度

を
は
じ
め
、
Ｊ
Ａ
と
連

携
し
た
独
自
の
事
業
を

準
備
し
て
い
る
。
今
後

と
も
意
欲
あ
る
若
い
農

業
者
の
育
成
に
努
め
る
。

宍
戸　

農
業
青
年
等
に

よ
る
地
域
創
生
会
議

（
仮
称
）
を
設
立
し
、

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
若
者
と
と
も
に
研

究
す
る
機
会
を
設
け
て

は
。

市
長　

地
域
の
活
性
化

を
図
る
た
め
に
は
若
い

世
代
の
意
見
は
重
要
。

今
後
、
若
者
の
意
見
が

市
の
農
業
施
策
や
定
住

策
な
ど
に
も
反
映
さ
れ

る
よ
う
機
会
の
拡
充
を

検
討
し
た
い
。

地域創生

市
長
／
総
合
計
画
に
お
い
て

具
体
化
す
る

市
長
の
考
え
が

見
え
て
こ
な
い

「まち・ひと・しごと」
創生法成立 考えは

市長／期待できる

地
方
創
生

安芸高田市での“働き方”を考えよう！
課題解決グループワーク　2014.12.13（土）
（安芸高田市クリスタルアージョにて）

6次産業化が拡大して
いる三矢えびす茶

６人が 市政を問う
宍戸 邦夫
（無所属）

熊高 昌三
（未来創生会）
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一般
質問

一問一答

石
飛　

第
一
次
光
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
施
設
整
備
の

利
活
用
事
業
募
集
の
結

果
は
。

市
長　

予
想
を
大
き
く

上
回
り
、
８
件
の
応
募

が
あ
っ
た
。

石
飛　

本
市
の
ネ
ッ
ト

環
境
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
ら
れ
て
い
る
か
。

市
長　

全
域
を
網
羅
し

て
お
り
加
入
率
も
高

い
。
有
線
の
代
替
・
広

報
と
し
て
の
使
用
の
み

な
ら
ず
、
福
祉
分
野
等

行
政
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

有
効
利
用
の
検
討
を
継

続
す
る
。

石
飛　

ネ
ッ
ト
環
境
に

付
加
価
値
を
付
け
る
公

衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
・
可
搬

型
無
線
シ
ス
テ
ム
の
必

要
性
は
。

市
長　

費
用
対
効
果
な

ど
調
査
研
究
を
し
た

い
。
ま
た
、
地
方
創
生

に
結
び
付
け
ば
理
論
展

開
し
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

○
若
者
定
住
に
つ
い
て

久
保　

昔
取
っ
た
杵き

ね
づ
か柄

で
、
ス
ポ
ー
ツ
に
心
得

の
あ
る
元
気
な
方
が
、

そ
の
能
力
を
生
か
す
こ

と
の
で
き
る
仕
組
み
づ

く
り
の
考
え
は
。

市
長　

ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
は
、
高
齢
者
に
限

ら
ず
、
健
康
や
生

き
が
い
づ
く
り
の
観

点
か
ら
重
要
性
の
高

ま
り
は
認
識
し
て
い

る
。
高
齢
の
方
が
、

経
験
を
生
か
し
、
や

り
が
い
や
生
き
が
い

を
持
た
れ
る
こ
と

は
、
他
の
高
齢
者
に

と
っ
て
も
、
加
齢
に
伴

う
体
力
の
衰
え
を
遅
ら

せ
る
と
と
も
に
、
生
き

る
限
り
張
り
合
い
や
目

標
に
も
つ
な
が
り
、
元

気
な
人
生
の
実
現
に
必

要
不
可
欠
で
あ
る
。
ど

ん
な
年
齢
の
人
に
も
楽

し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
促
進
と
、
楽
し
く
体

を
動
か
す
仕
組
み
づ
く

り
の
指
導
者
の
発
掘
と

育
成
に
取
り
組
み
た
い
。

付加価値を付ける
整備を
市長／調査研究をしたい

ネ
ッ
ト
に
よ
る

行
政
サ
ー
ビ
ス

久保 慶子
（未来創生会）

元気な高齢者
支援策
市
長
／
楽
し
く
体
を
動
か
す
仕
組
み

づ
く
り
は
大
切
で
必
要
な
こ
と

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た

健
康
づ
く
り
の
考
え
は元気な高齢者支援策の一つ

“ふれあいサロン”

６人が 市政を問う
石飛 慶久
（無所属）

自治体の公衆無線ＬＡＮの整備状況（灰色が整備済み）

総務省ホームページより一部抜粋
（平成26年９月末現在）
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一般
質問

大
下　

11
月
10
日
と
21

日
に
安
芸
高
田
市
内
６

町
の
通
学
路
点
検
を
、

国
・
県
・
市
（
学
校
・

Ｐ
Ｔ
Ａ
等
関
係
者
20
数

名
）
で
危
険
箇
所
の
点

検
を
し
た
後
、
保
護
者

の
方
か
ら
強
く
要
望
さ

れ
ま
し
た
。

　

点
検
後
の
対
応
と
対

策
を
伺
う
。

　

危
険
な
道
路
を
横
断

す
る
た
め
の
横
断
歩
道

の
設
置
、
せ
ま
い
箇
所

の
歩
道
の
区
画
、
通
学

時
間
帯
の
車
両
通
行
止

め
、
こ
れ
ら
の
対
策
は

出
来
な
い
の
か
。

教
育
長　

通
学
路
の
交

通
安
全
の
確
保
に
向
け

て
、
道
路
管
理
者
を
含

め
た
関
係
機
関
と
合
同

で
、「
通
学
路
安
全
推

進
会
議
」
を
開
催
し
、

交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
策
定
し
、
会
議
に
お

い
て
ど
の
箇
所
を
ど
こ

が
担
当
し
て
対
策
を
立

て
る
か
明
確
に
な
っ
た

の
で
、
子
供
達
の
交
通

安
全
の
徹
底
を
期
し
て

い
き
た
い
。

保護者同伴での狭い通学路の点検（甲田町）

児
玉　

事
業
費
が
、

平
成
24
年
度
計
画
は

５
億
円
、
25
年
度
は

６
億
５
千
万
円
、
26
年

度
は
９
億
４
千
万
円
と

拡
大
し
て
い
る
。
そ
の

理
由
は
。

市
長　

産
直
市
の
建
て

替
え
、
駐
車
場
の
整

備
、
防
災
施
設
の
設
置

で
、
必
要
な
面
積
が

１
１
、８
０
０
㎡
か
ら

１
５
、０
０
０
㎡
に
拡

大
し
た
た
め
。

児
玉　

初
期
投
資
額
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
、

投
資
効
果
が
明
確
に

な
っ
た
上
で
、
市
民
に

情
報
提
供
し
、
実
施
の

必
要
性
、
実
施
規
模
等

判
断
す
る
手
順
が
必
要

で
は
。

市
長　

早
い
時
期
に
、

市
民
に
費
用
・
効
果
等

お
知
ら
せ
す
る
よ
う
努

力
す
る
。

児
玉　

光
フ
ァ
イ
バ
ー

を
活
用
し
起
業
家
を
育

て
る
支
援
が
遅
れ
て
い

る
。
そ
の
認
識
は
。

市
長　

制
度
化
は
ま
だ

し
て
い
な
い
が
、
税
制

の
優
遇
等
も
含
め
、
定

住
を
踏
ま
え
た
仕
組
み

づ
く
り
を
早
め
に
や
っ

て
い
く
。

膨らむ事業費の
理由は
市長／機能の拡充によるもの

道
の
駅

通学路
教
育
長
／
子
供
達
の
交
通
安
全
の

徹
底
を
期
し
て
い
き
た
い

通
学
路
合
同
点
検
後
の

対
策
は

児玉 史則
（絆）

大下 正幸
（未来創生会）

道の駅（仮称）あきたかた施設案
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第
１
回
臨
時
会

　

11
月
28
日
に
第
１
回

臨
時
会
を
開
き
、
同
意

1
件
、
承
認
1
件
、
議

案
1
件
の
他
、
正
副
議

長
選
挙
、
常
任
委
員
・

議
会
運
営
委
員
・
議
会

広
報
特
別
委
員
の
選
任

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
広
島
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合

組
合
議
会
議
員
・
芸
北

広
域
環
境
施
設
組
合
議

会
議
員
の
選
挙
を
行
い

ま
し
た
。

副
市
長
選
任
同
意
に

つ
い
て

　

６
月
定
例
会
に
お
い

て
、
賛
成
４
人
、
反
対

13
人
で
不
同
意
と
な

り
、
副
市
長
空
席
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
臨
時
会
で
、「
選
任

の
同
意
に
異
議
な
し
」

と
認
め
、
沖
野
文
雄
副

市
長
の
選
任
同
意
案
を

可
決
し
ま
し
た
。

衆
議
院
選
挙
に
要
す
る

経
費
を
専
決
処
分

　

12
月
14
日
に
投
開
票

さ
れ
た
衆
議
院
議
員
選

挙
費
用
の
補
正
予
算
を

承
認
し
ま
し
た
。

　

選
挙
費
補
正
額

県
か
ら
の
委
託
金

　

２
２
７
７
万
４
千
円

 

主
な
内
訳

一
般
職
員
人
件
費

　

１
１
１
３
万
７
千
円

選
挙
管
理
委
員
等
報
酬

　

３
２
３
万
８
千
円

ポ
ス
タ
ー
掲
示
板

設
置
撤
去
委
託
料

　

３
８
５
万
６
千
円

会
場
借
上
料

　

25
万
円

佐
々
部
診
療
所

 

公
有
財
産
無
償
貸
付

　
　
　

契
約
を
可
決

貸
付
す
る
公
有
財
産

安
芸
高
田
市
役
所
高
宮

支
所
駐
車
場
の
一
部

貸
付
理
由

診
療
所
の
新
築
移
転
用

地
と
し
て
無
償
貸
付
す

る
た
め

貸
付
期
間

平
成
26
年
12
月
1
日

か
ら
30
年
間

貸
付
面
積

診
療
所
部
分

　

４
８
２
・
３
３
㎡

借
受
人

医
療
法
人

佐
々
部
診
療
所

理
事
長　

中
田
裕
子

第１回臨時会

全議員異議なし！
副市長に沖野文雄氏同意

佐々部診療所建設予定地

沖野 文雄 副市長（向原町有留）
市長をお助けし、安芸高田市の
利益のために全力を尽くします。

(任期：Ｈ26.11.28 ～Ｈ30.11.27)
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組
合
議
員
が

�

変
わ
り
ま
し
た

組
合
議
会
議
員

宍
戸　

邦
夫

大
下　

正
幸

秋
田　

雅
朝

石
飛　

慶
久

山
本　
　

優

　

26
年
12
月
25
日
、
芸
北

広
域
環
境
施
設
組
合
議
会

の
定
例
会
が
北
広
島
町
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

25
年
度
決
算
の
歳
入
総

額
５
億
８
５
６
９
万
円
、

歳
出
総
額
５
億
３
８
４
４

万
円
を
認
定
し
ま
し
た
。

（
主
な
歳
入
）

市
町
負
担
金

○
安
芸
高
田
市

�

２
億
４
８
５
３
万
円

 

（
前
年
比

�

１
０
１
６
万
円
増
）

○
北
広
島
町

�

１
億
３
６
１
５
万
円

 

（
前
年
比

�

４
７
０
万
円
増
）

繰
越
金

�

５
２
５
３
万
円

 

（
前
年
比

�

１
６
９
６
万
円
減
）

雑
入

 

（
資
源
化
物
売
却
代
他
）

�

１
６
６
７
万
円

（
主
な
歳
出
）

基
金
積
立
金

�

２
４
０
５
万
円

衛
生
費
（
ご
み
処
理
費
）

�

４
億
７
４
９
６
万
円

 

監
査
委
員
意
見

 

（
抜
粋
）

　

ご
み
処
理
施
設
の
老

朽
化
に
伴
う
、
今
後
の

基
本
的
方
向
性
に
つ
い

て
の
検
討
が
必
要
。

　

日
曜
開
場
で
の
持
ち

込
み
件
数
が
増
加
し
て

い
る
が
、
収
集
か
持
ち

込
み
の
促
進
か
の
判
断

も
必
要
で
は
。

■
主
な
質
疑

Ｑ　

日
曜
開
場
の
効
果

は
。

Ａ　

導
入
時
に
費
用
対

効
果
を
検
証
し
、
経
費

よ
り
も
住
民
の
方
へ
の

効
果
が
大
き
い
と
い
う

こ
と
で
実
施
し
て
い
ま

す
。

Ｑ　

ご
み
の
減
量
化
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
が
、

市
町
の
取
り
組
み
は
。

Ａ　

減
量
化
に
向
け
た

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を

策
定
予
定
。
安
芸
高
田

市
で
は
「
生
ご
み
ひ
と

し
ぼ
り
運
動
」
を
展
開

さ
れ
て
お
り
、
北
広
島

町
で
は
「
集
団
回
収

の
助
成
」
を
強
化
さ

れ
て
い
ま
す
。

芸北広域環境施設組合
（きれいセンター）

2５年度決算を認定
繰越金の減少で市町の負担が増加

年末の混雑するきれいセンター搬入風景
（日曜開場の更なる利用を）

古着の売却（リサイクル）を実施（25年度新規事業）

ごみの処理にかかった経費
区　分 可燃ごみ 不燃ごみ等 粗大ごみ

１kg当たり経費 29.08円 108.73円
１袋当たり平均重量 5.1kg 7.5kg 12.0kg
１袋当たり経費 148円 815円 1,305円
受益者負担額 65円 100円 400円
市町負担額 83円 715円 905円

※粗大ごみの１袋当たり処理経費が増加（対前年比272円増）



15 安芸高田市議会だより

議会のうごき

月 日 曜日 会議等の名称 会議の主な要旨

10

2・3・8・14 議会広報特別委員会 議会だより43号の編集・校正
７ 火 議会運営委員会 議会報告会まとめ、議会基本条例
17 金 議会広報特別委員会 議会広報の発行について
20 月 全員協議会 議会基本条例について　他
27 月 北部ブロック議員研修会 講演「人口減少を見据えた自治体経営」
30 木 議会運営委員会 議会報告会の検証、議会基本条例　他

11

４ 火 全員協議会 第2次総合計画基本構想（素案）　他
12 水 議会運営委員会 第4回定例会、第１回臨時会の運営　他
20 木 全員協議会 臨時会の運営方法について　他
25 火 議会運営委員会 臨時会の運営について　他
28 金 第１回臨時会 副市長の選任同意、正副議長選挙　他

12

2・4 議会運営委員会 第4回定例会の運営について　他
8・19 議会広報特別委員会 議会だより第44号の編集
９ 火 第４回定例会（開会） 議案の上程
10 水 予算決算常任委員会 補正予算の審査
11 木 第４回定例会（一般質問） 質問者６名
11 木 全員協議会 議長の辞意表明
12 金 議会運営委員会 第４回定例会の追加案件について
15 月 第４回定例会（追加日程) 議長の辞職許可、議長選挙　ほか
16 火 総務企画常任委員会 所管する事務の調査、市長報告
17 水 文教厚生常任委員会 議案の審査、市長報告
18 木 産業建設常任委員会 議案の審査、市長報告
22 月 第４回定例会（最終日） 委員長報告、採決
22 月 全員協議会 市長報告、議長報告等

■27年第１回定例会は2月下旬～3月中旬の期間に開催を予定しています。
　※詳細は、お太助フォンや市のホームページでお知らせいたします。

26年10月～12月の議会の活動状況議会のうごき

議員間討議を導入

議 会 改 革 の 推 進
平成26年11月４日
全員協議会で決定

目　的　市政を取り巻く環境は非常に厳しく、様々な諸課題が数多くあることから、市議
会として市民の負託にこたえていくために、議員自らの資質の向上と議員間にお
ける共通認識の醸成に努めていくため、全員協議会において「討議の場」をつく
り、議題に対する議員間の認識を深める「議員間討議」を行うことに決定いたし
ました。

 ※議題は全議員から提案できる
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昨
年
末
、
国
で
は
衆
議
院
解
散
、

選
挙
、
本
市
で
は
正
副
議
長
選
挙
等

大
き
な
動
き
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た

各
委
員
会
構
成
も
変
更
が
あ
り
、
新

た
な
体
制
で
出
発
し
て
い
ま
す
。

　

議
会
広
報
委
員
も
３
名
の
交
代
が

あ
り
、
全
員
で
協
力
し
、
広
報
づ
く

り
を
進
め
ま
し
た
。

　
「
議
会
だ
よ
り
」
も
合
併
以
来
44

号
の
発
刊
と
な
り
、
改
め
て
歴
史
の

重
さ
を
強
く
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
諸
先
輩
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
議

会
の
様
々
な
情
報
を
市
民
の
皆
様
に

わ
か
り
や
す
く
伝
達
す
る
広
報
誌
と

し
て
、
役
割
を
果
た
し
て
来
ら
れ
た

こ
と
を
胸
に
、
紙
面
を
守
り
つ
つ
新

た
な
発
想
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、「
議

会
だ
よ
り
」
づ
く
り
に
専
念
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
地
域
の
行
事

等
、
ま
た
お
気
づ
き
の
点
等
、
お
寄

せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま

す
。
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。�

（
秋
田　

雅
朝
）

〈
発
行
責
任
者
〉

�

議　
　

長　

山
本　

���

優��

〈
議
会
広
報
特
別
委
員
会
新
体
制
〉

委 

員 

長　

秋
田　

雅
朝

副
委
員
長　

久
保　

慶
子�

委　
　

員　

玉
重　

輝
吉�

玉
井　

直
子�

下
岡
多
美
枝�

藤
井　

昌
之

雪の中新年を待つ参拝者 八千代心耕祭（11月7日）

丸山公園展望台のイルミネーション
（12月1日～1月下旬）

ひまわり保育所（11月29日）

こだわりの餅で地域交流
� こだわり米研究会指導の食農教育

大晦日の清
すが

神社 小中学生による人権標語の発表会

がんばったね　最後の発表会

恒例の門松づくり

（新しい年に向けて）小原振興会

上羽佐竹ふれあいミニサロンと
船佐小児童（12月10日）

冬の風物詩


